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環境省�େਉ׭๪長

からは「最近の環境行政の動向―΢Σࢲ
ルビーイングと新たな成長―」と題してお
࿩しさせていただきます。

官房長になる前は政策౷ׅ官として環境
基本計画の見直しの初期の段階の議論を主
導していたこともあり、今回の全国大会の
テーマが「新たな環境価値の創造～WFMM�
bFJngの実現に向けて～」ということでお
呼びいただいたのだとࢥいます。Ԟଜ明༤
大会長の๯頭のごѫࡰにあったように、５
月に閣議決定された第࿡次環境基本計画で
は、「΢Σルビーイング」を大々的に取り
上げました。本日は、なͥ΢Σルビーイン
グを取り上げたのかを、できるだけわかり

やすくお࿩しできれ͹とࢥいます。
環境基本計画は分ްいものですが、総論

はそれほどありません。今次の計画を作る
に当たっては、各分野の一線ڃの先生方に
コメント・ご意見をいただき、なるべく取
りこ΅さないように全部を੝り込んだの
で、難しい用ޠもたくさん含まれています
が、そのなかで、なͥ΢Σルビーイングか
という点を中心に、ࢲ自਎のݸ人的な解ऍ
も含めてわかりやすくઆ明したいとࢥいま
す。

஍ڥ؀ٿのػةʕ஍ٿԹஆԽのݱঢ়
環境基本計画が第ޒ次から第࿡次に移る

に際して、زつかの切り口に注視して検討
が進みました。一つ目は、地球のة機的な
状況がどうなっているのかという点、ೋつ
目は環境問題と経済・社会の問題が第ޒ次
のとき以上にີ接に関係しているという
点、ࡾつ目はएい世代が将来に向かっての
不確実性や不安を、世界の先進国に比べて
より多く࣋っているという背景のなかで環
境政策がどうあるべきかという点です。

まず１点目の環境ة機の状況についてお
࿩しします。地球の温暖化は進行中で、人
間の活動に൐うCO2排出によって年々平均
気温が上昇しています。気候変動に関する
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「最近の環境行政の動向
―ウェルビーイングと新たな成長―」
―第68回生活と環境全国大会 特別講演から―

๪௕׭環境লେਉ࣏߁ా্
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政府間パネル（IPCC）が2018年の報告で、
気温上昇をできれ͹２ˆ、可能な限り1.5ˆ
までで཈えたいと提言しましたが、実際に
はطに1.1ˆ上がっています。それほど排
出༨地がなく、ة機的な状況がڍげられま
す。

IPCCからは６～７年に１度のペースで
報告書が出ますが、そこでのコンセンサス
を౷合報告書とこの前の1.5ˆの特別報告
書で見ますと、1.5ˆを超えないためには
2050年前後にはカーボンニュートラル、
CO2排出量ゼロにならないと౸達できない
だΖうと指摘しています。気温が上昇する
ほど、極୺な高温・ׯ͹つ・大Ӎが増え、
またפさも極୺になります。フラスコの水
をアルコールランプで温めて、෸ಅすれ͹
するほどܹしく対ྲྀするように、ܹしくӍ
が降るしॵくはなるし、場合によっては大
ઇのとこΖも極୺に出てきます。極୺化が
かなり起こってくるなかで人間が耐えられ
る経済活動をҡ࣋しようとࢥえ͹、２ˆで
はなく1.5ˆに཈えなけれ͹ならないとい

うのが科学者のコン
センサスだと受けࢭ
めています。

1.5ˆの特別報告
書に「カーボン・バ
ジΣット」のグラフ
が掲ࡌされています

（ਤ̍）。طに1.1ˆ
まで上がっていて、
われわれは1.5ˆま
であとどの͙らい活
動を許されているの
かを示したもので、
経済界・政府等、各
方面に大きなインパ
クトを与えました。
ॎ࣠に産業革໋以降
の温度上昇、ԣ࣠に
CO2が過去から現在

に至るまで排出された累積量を取っていま
す。各年間の排出ではなく累積した量をプ
ロットすると極めてわかりやすい直接の相
関関係が見られました。この線を৳͹して
1.5ˆのとこΖを見ると、あとどの͙らい
CO2を出せるのかがわかります。現状が
2,300～2,400GUとすると3,000GUを少し下回
らないと、1.5ˆの上昇には収められない
ので、それほど排出できません。

地下にຒଂされているCO2の排出源にも
なる石༉・石炭の量と、࢒されたバジΣッ
トを比ֱすると、すべての石༉・石炭を೩
やしたら簡単にҲれてしまうと指摘されて
います。そういうものをどのように管理し
ながらやっていくのかについて、具体的な
数ࣈの問題として出てきたのがこの報告書
のインパクトの大きさかとࢥいます。

環境行政はそれまで割とフローで見てい
ました。濃度や年間の排出をこの͙らいに
཈えようということです。しかし、このグ
ラフによって、最近の環境問題は、温暖化
もそのଞもそうですが、人間の活動が大き

図１　 地ٿ環境のػةʕ地ٿԹஆ化とΧーϘンɾόδΣοτ
ग़యɿ*1$$���ˆಛผใࠂॻ
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す͗て、ストックで管理をしていく必要が
あることが明らかになりました。

ੜ෺ଟ༷ੑͦのଞのݱঢ়
生物多様性の分野も同様です。近年、

100年͙らいの間にछのઈ໓のスϐードが
急速に上がってきています。それが全体に
どの͙らいのインパクトを与えているかに
ついて、様々なレϙートが出ています。ྫ
え͹、WWFの報告書で取り上げられた生
物多様性完全度指数で見ると、世界全体と
比べて、特にアジア地域はトータルの減少
度が大きいことがわかります。こちらも
年々大変になっており、全体のインパクト
がどうなっているのかという議論がされる
ようになりました。

資源循環・サーキュラーの世界では、ྫ
え͹、海洋プラスチックの汚染が大きな問
題となり、大ࡕで開催されたG20でも新し
いビジョンが出されました。そのときの議
論でも、このままの排出が続け͹、2050年
には海洋中に排出されたプラスチックの総
量が、ڕの重量全体とほ΅等しくなるとい
う࿩もありました。プラスチックは今、条

約交渉もしていますが、排出量をいかに下
げていくかを、フローではなくストックで
見ていく、ゴールを決めてバックキャスト
で管理する考え方で議論されています。

ΤίϩδΧϧɾϑοトϓϦント
別の見方として、所千੖先生の講ԋでも

出ていた「プラネタリーバ΢ンμリー」の
一つ前の議論に、「エコロジカル・フット
プリント」があります（ਤ ù）。人間が৯
べたりҿんだり、排出したりする活動が、
地球の面積でどの͙らい許容できるのかを
示す考え方が「バイオキャパシティ」です。
人間活動が必要とする面積（フットプリン
ト）と実際の地球の面積を比べると、明ら
かに今、地球のキャパシティを超えていま
す。いΖいΖな化学物質・CO2・২物等を、
土地の面積という一つの物ࠩしで測って比
ֱすると、ඇ常にة機的な状況であること
が数値化されています。キャパシティ（収
容量）を見ていますので、これもストック
で見ていると言えます。
「プラネタリーバ΢ンμリー」について

は、分野ຖに指標を定め、現状の値と限界

図 ２ 　地ٿ環境のػةʕエコϩδΧϧɾϑοτϓϦンτ



13

NP4 特集_特別講ԋ�上田7_ࢯn　　ページ13

新
春
特
集

৽たͳ੒長
΢Σルビーインάの実ݱͱ॥環ڞੜ型ࣾձ৽ͨͳ੒௕

΢ΣルϏʔイϯάの࣮ݱͱ॥ڞ؀ੜࣾܕձ新春特集

生活と環境　令和７年１月号

値を比ֱして現在どういう状況にあるのか
を比ֱして見ています。オκン層破յの問
題は、フロンガス等の規制がよく効いて、
今のとこΖは大ৎ෉です。気候変動は、先
ほど言ったとおり、排出の༨地はかなり少
ないのですが、今ؤ張って各国が削減計画
を出し、COPで議論してもっと下げよう
としており、中程度の状況です。生物多様
性や新規化学物質の分野は、一般に認஌さ
れているよりもݥةな状況です。

4%(Tの΢ΣσΟンάケーΩϞσϧ
地球温暖化・生物多様性・化学物質・資

源循環等のة機的な状況を、どう解決して
いくかというときに、各分野もいいけれど
も、トータルでサステナブル、࣋続可能な
社会を作っていかないといけないというと
きによく出てくるのが、「΢Σディングケー
キモデル」です（ਤ ú）。３段階で構成さ
れていて、われわれが生活している経済が
最も上にあり、それを支えている社会があ
り、さらにそれを支えている#IOSPHE3E

（生態圏）があります。下のとこΖが่れ
てしまえ͹、上にࡌっている経済や社会も
่れます。環境の視点から見れ͹環境の分

野だけで議論が閉じがちですが、経済の視
点から見ても環境がҡ࣋できないとサステ
ナブルな生活はできないことを୺的に示し
たものです。今まではずっと環境のة機を
環境分野のなかで議論してきましたが、環
境と経済、さらには社会をセットで考えよ
うというのが、環境基本計画を考えるうえ
での大きなキーワードです。

環境収容力と文明の関係を考えると、過
去のݹ代文明でも、環境が原因で、ないし
は環境が大きな要素として໓んだものがあ
ります。

イースター文明は、テレビ等でもよく言
われますが、ඇ常にたくさんあった໦材を
फڭ的なものやړ業等でཚ֫をした結果、
小さい島ですからӫཆ土がྲྀれてしまい作
物が採れなくなって໓んだと言われていま
す。シュメール文明（メソϙタϛアの文明）
も、気候のס૩化と合わせて、໦をたくさ
ん切ってᕲᕱ用水も作ったため、Ԙ害が発
生して৯ྉが採れなくなってऑったとこΖ
に、पล地域から強力な勢力が入ってきて
໓びました。環境の要因が、経済・社会を
いかに支えているかのྫとして、過去のh 環
境ന書ʱでも঺հしました。

ࡁܦとڥ؀
「΢Σディングケーキ

モデル」のように環境の
上に経済・社会がࡌって
いるイメージとして、世
界の災害における保ݥଛ
害ֹの推移を見てみま
しΐう。気象関連大災害
によるଛ害が大きな΢エ
イトを占めており、気候
変動・気象災害に༝来す
るଛ害が、それ以外の人
災や地震に༝来するもの
をҾき離しています。日
本の保ݥ支෷ֹのデータ図 ３ 　地ٿ環境のػةʕS%(Tの΢ΣσΟンάケーΩϞσϧ



14

NP4 特集_特別講ԋ�上田7_ࢯn　　ページ15NP4 特集_特別講ԋ�上田7_ࢯn　　ページ14

LJGF BnE EnWJSPnmFnU VPM.70, NP.1,  2025

を見ても、年によって多Չはありますが、
近年支෷ֹが大きく上昇していて、経済へ
のインパクトが大きくなっています。

また、エネルギー安全保障という観点か
ら見ると、日本のエネルギー自給率はずっ
と低いままです。地理的・地学的に࢓方が
なく、これまで低いとこΖで推移してきま
したが、結果として化石೩ྉを海外からた
くさん༌入しており、その༌入ֹと๵易収
支の੺ֹࣈがほ΅近い金ֹにあります。化
石೩ྉの༌入ֹをもう少し減らすことがで
きれ͹、๵易収支も改ળでき、༌入に依存
する੬ऑな経済体制も改ળできるというこ
とも、環境基本計画を議論するときの前提
の一つにありました。

経済安全保障としてリサイクルの問題が
あります。リサイクルをするには、ಔなど
のベースメタルと、リチ΢ム・ニッケル・
コバルト等のレアメタルに属するものが大
量に必要になりますが、それらは世界のな
かで、地理的にඇ常にภ在しています。

今後、太陽光パネルや電池が大量廃棄さ
れてきますが、そこに使われている資源を
しっかり回収していくシステムを作ってい
く必要があります。日本の各छリサイクル
法のなかでは初期の法཯である容器แ૷リ
サイクル法は、いかにゴϛを減らすかとい
う観点の法཯でした。しかし、今後は経済
安全保障の観点からもリサイクルが必要に
なります。太陽光パネルの廃棄は2030年ࠒ
にϐークを迎えますので、今のうちに設備
投資をして体制を組み、リサイクルするた
めにそこに収集・運ൖしてくる必要があり
ます。୭がリサイクルの੹任をෛうのか、
また、リサイクル費用をどうやって社会的
にෛ担するのかという議論を今行ってお
り、できるだけૣく法的な手当もしていけ
れ͹とࢥっています。

電池も同様で、ࣺててしまって、そのま
ま処分場にຒめ立ててしまえ͹、リサイク
ルは難しくなりますから、その前にしっか

りと回収して再利用していくことも必要だ
とࢥいます。このあたりの課題も、環境の
観点からだけではなく、経済の観点からも
考えないといけないとࢥいます。

のओྲྀԽのྲྀΕڥ؀
金融機関は、世界の様々な企業の活動を

ධ価し、それを基に投資しますが、企業に
対し、カーボンについての情報開示や、脱
炭素についての目標の策定、取組計画の作
成を求める動きが広がっています。気候変
動に関連する情報開示が、lTCF%zやlS#Tz
です（ਤ û）。それに஗れること６～７年で、
今度は自然の生態ܥのҡ࣋、ないしそれを
ଛなわないようにどんなことをしているか
の 情 報 開 示 も、lTNF%z や lS#TT GPS 
NBUVSFzという形で求められるようになり
ました。
「環境の主ྲྀ化」というのは、環境問題

は環境対策のなかでだけやっていれ͹いい
というのではなく、経済・社会とセットで、
その文຺のなかでも議論されなけれ͹いけ
ないということです。

ຖ年１月にスイスで開催されるμボス会
議のධ価を見ると、報告書のなかでຖ年そ
の時点でのグローバルリスクにॱ位を付け
ていますが、この数年はずっと環境関係が
上位を占めています。ฆ૪やコロナもあり
ますが、環境問題について退ைすることは
ありませんでした。

環境問題には常に取り組まなけれ͹いけ
ない、かつ、国をڍげてやらなけれ͹いけ
ない難しい問題だとして、経済・社会の課
題が議論される会議のなかでも、リスクの
上位として位置付けられていることがよく
わかります。

কདྷ΁のෆ҆
基本計画を議論するにあたって、不安の

࿩を௥加しておきます。環境基本計画を議
論するときに、将来へのر๬があるか・将
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来޾せになっているかをฉく調査を、日本
を含む先進国を対象にしたとこΖ、両方と
も日本が最も低い結果が出ました。さらに
不安の動向を見るために、割合自体と、割
合の৳びをそれぞれグラフにしてみると、
う৳びが一൪大きࢥ以下の人が不安にࡀ39
く、एい人々が生活・経済に不安をײじ、
本当にこれで子ҭてができるのか、࿝後は
大ৎ෉かという不安を࣋ち、さらに地球や
生態ܥはと重Ͷて考えて、一体どうなるの
かという不安を࣋っています。こういうこ
とが社会の前提条件としてあることを認ࣝ
して、今回は環境基本計画の議論をしまし
た。

ୈجڥ؀࣍ޒຊܭը
ここからは環境基本計画の議論の঺հで

す。まずは前回の第ޒ次環境基本計画の֓
要ですが、基本的方向性として、S%GTの
考え方も活用して、環境・経済・社会の౷
合的向上をਅん中に位置付けています。ै
来はどちらかというと環境問題に注目し、

地球環境問題、࠭യ化の問題、৿林減少の
問題といった環境に集中して考えていまし
た。それに対してサステナブルというとこ
Ζをより前面に出したのが前回の計画の特
௃です。

環境だけでなく、経済・社会も౷合的に
向上させていく必要があり、そのためには
目に見える地域、足ݩでしっかりと環境・
経済・社会を౷合的に向上させる࢓組みを
作っていくべきだということで、「地域循
環共生圏」という発想が出てきました。こ
れを前回の計画の中心に据えています。別
の言༿で言うと、ローカルS%GTです。

実際に自治体で取り組んでいくには、脱
炭素だけではなく同時に地域がݩ気になる
ような施策、資源循環であれ͹、資源循環
をやれ͹地域がݩ気になる施策をやらない
と、地域の人は取組みに参加してもらえま
せん。ੲは安全・安心ということで、઒が
汚れてۭ気が汚くて、生活している人が
っているので、それをԿとかするためにࠔ
やるということで、ඇ常にࢍ同もಘやすく、

図 û 　環境とࡁܦー環境のओ流化の流Εᶃ



16

NP4 特集_特別講ԋ�上田7_ࢯn　　ページ17NP4 特集_特別講ԋ�上田7_ࢯn　　ページ16

LJGF BnE EnWJSPnmFnU VPM.70, NP.1,  2025

支࣋もಘやすかったの
ですが、地球環境のた
めにこれをやりましΐ
うと言っても、目標も
ඇ常にݫしいとこΖに
あって、住んでいる方
は地球のためにはいい
けれども、自分の฻ら
しはもっとۤしいのだ
とࢥいます。住民の方
のࢍ同をಘて、広がり
がಘられる施策を、地
域循環共生圏という発
想と結び付けてやΖう
というのが第ޒ次環境
基本計画だと受けࢭめています。

౷߹తアϓϩーν
地域循環共生圏の実現のための方法とし

て、౷合的アプローチがあります。環境基
本計画では環境と経済と社会のࡾつのシナ
ジーと言っていますが、ここでは環境のな
かをさらに、「脱炭素」と「サーキュラー
エコノϛー」と「ネイチャーϙジティブ」
のࡾつに分けます。このࡾつをバラバラで
はなくてセットでやらないと、それぞれの
目標がݫしく、ݸ別にやらされても、とて
も生活も࢓事も成り立っていかないので、
セットでやΖうというのが౷合的アプロー
チです（ਤ ü）。所千੖先生の講ԋにもあ
りましたが、とことんಥき٧めてリサイク
ルをやると、電気をかなり৯ってしまう。
そうではなく、CO2削減の観点からも最適
解を見つける必要があり、環境省でも、資
源循環をやるہと地球環境をやるہがバラ
バラな施策を進めるのではなく、環境省が
出す施策がどちらにも効果がある施策で
やっていこうというものです。

ྫえ͹、資源循環ではリサイクルを進め
ることできちんと脱炭素にܨがるよう、廃
棄物のম٫施設に交付金を出す際には、エ

ネルギーの効率的利用として発電等もでき
るとこΖに、なるべく多くの補助金が回る
ようにしたのは、まさに౷合的アプローチ
の一つの表れだとࢥいます。そうしたもの
の相ޓ関係が、「カーボンニュートラル」
と「ネイチャー」の間にもٵ収源といった
形であり、また「サーキュラー」と「ネイ
チャー」のなかにもあるというのが౷合的
アプローチです。

こうした考え方、特に脱炭素と自然や
サーキュラーをセットでやったほうが、効
果が高いという考え方は、割と日本ಠ自
だったようで、Ϥーロッパ・海外では主ྲྀ
ではなかったようです。それを気候変動
COP等の場で一生懸໋日本が主張し、今
年ですが、国連環境総会（6NEA、前਎は
国連環境計画・6NEP）でいΖいΖな国を
આಘしてできたのがシナジー推進決議です

（ਤ ý）。
ϙイントはࡾつのة機を克服するため

に、シナジーという形でいΖいΖなものを
セットで考えましΐうということです。ࡾ
つのة機は、われわれが言う「カーボン
ニュートラル」と「ネイチャー」と「サー
キュラー」ですが、サーキュラーはもう少
し広い֓念でϙリューション（汚染）となっ

図 ü 　αスςφϒϧなࣾࡁܦձの࣮ݱに޲けた౷߹的Ξϓϩーν
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ています。このࡾつをシナジーでやるとい
うのがこの決議です。

ୈ࿡࣍جڥ؀ຊܭը
こうしたものを前提として第࿡次環境基

本計画が組み上がっていきました。いΖい
Ζな人がྑいことを言ってくれて全部੝り
込んだので、ए᳟ׯ

͵え

のようなҹ象もありま
すが、ϙイントをൈき出すと次のとおりで
す。

１点目は、先に環境ة機と収容力の࿩を
しましたが、今はとにかく地球の環境収容
力を超えつつあり、今まではフローで見て
いたが、ストックをきちんと見ていく必要
があるという発想です。

２点目は循環共生型社会です。累代の環
境基本が目指してきた֓念を発展させて、

「環境」・「経済」・「社会」のࡾつがセット
でྑくなる社会を作っていくことが必要だ
ということです。ここは第ޒ次と変わらず
ҡ࣋しています。

そのうえで新しく出てきたϙイントが、
「΢Σルビーイングと新たな成長」、そし
て、「自然資本と環境価値」というものです。
΢ΣルビーイングとはԿかというと、地球
はة機的な状況にあり、経済・社会もなか

なか明るくならないな
かで、環境基本計画は
国民にر๬をもたらす
ものであるべきであ
り、自分たちの未来が
明るくてྑい生活にな
ることを示すべきだと
いう考え方です。それ
までの環境行政・公害
行政は、安全・安心を
しっかりとकっていく
ことが主؟で、ナショ
ナルϛニマムみたいな
言い方をしていました
が、今の環境行政は、

฻らしがもっとྑくなるというとこΖを目
指さなけれ͹いけないというものです。

この背景には、脱炭素やサーキュラーの
社会構築はそのとおりだが、社会のシステ
ムを変え、経済を変えていこうとするとき
に、経済や社会をզຫしてという形ではい
けないということがあるのではないかと考
えます。環境と経済を౷合的にやっていこ
うとするなら͹、どうしても同時解決して
いかなけれ͹いけないし、その先は明るい
ものでないといけません。

安全・安心の世界のナショナルϛニマム
だけを目標にしては、とてもそういった組
替えはできないので、目標をもっと上げて、
΢Σルビーイング、つまりྑい生活を目指
していくこととし、そのなかで、脱炭素も
サーキュラーもネイチャーϙジティブも実
現していくこととすることが、様々な方に
受け入れていただける考え方であるとࢥい
ます。そこまで社会の࢓組みを変えていか
ないと、そうした目標は達成できないし、
目標を達成できないと、地球のة機の現状
のとこΖで࿩したような破໓的なゴールに
向かうかもしれないという前提もありま
す。今の社会を変えていくためには、目標
を１段上げる、そのためにはみんなが向

図 ý 　ୈ̒ճࠃ࿈環境૯ձにおけるγφδーਪਐܾٞの࠾୒
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かっていける΢Σルビーイングという目標
を新しい基本計画のなかに打ち出したとい
うのがࢲなりの解ऍです。

そこに向けてどうやっていくのかという
ときのキーワードが、「自然資本」と「環
境価値」のೋつです。自然資本は、新たな
成長の文຺でޠっていますが、中央環境審
議会に出された図がわかりやすいとࢥいま
す（ਤ þ）。

今まで経済は、政府・企業・国民があっ
て、そのなかをフローで͙る͙る回して経
済が成長し、その成長が所ಘの向上を生み、
国民も޾せになる、そのためには成長率が
どの͙らい必要などとやっていました。自
然資本は外部経済という形で位置付け、な
るべく環境を悪くしないようにという形で
整理されていました。

これをもう少し広く見ていこうというこ
とで、施策重点の拡張・結合とありますが、
フローもいいけれども、ストックとしての
自然資本を、単に外部経済として位置付け
るのではなく、正面から組み込むことを提

案しました。
環境に対するインフラ整備をしっかりや

ることで、国民は今までの安全・安心を超
えて満足できる。਎近なとこΖに྘があり
水もあって生活に満足できる、どちらかと
いうと所ಘで算定できる国民の޾せだけで
はなく、ඇ市場的なもの、国民にとって、
所ಘの向上に加えてそうしたものもྑくな
ることによって国民はさらに๛かになれ
る。さらに、現在のG%Pの半分を超える
経済価値が自然資本に依存していることか
らもわかるように、企業活動も自然資本と
言う基൫の上に成立しており、経済成長の
果実が所ಘという形で国民の目標にܨがっ
ている、こうした࢓組みを自然資本という
֓念とともに共有しようとしたものです。
「΢Σディングケーキモデル」をࢥい出

してほしいのですが、自然資本、資源ストッ
クのとこΖにもう少し手を入れて改ળして
いくことが、もちΖん国民の΢Σルビーイ
ングに直接ܨがるのですが、企業活動や経
済活動の基൫となり、それが結果として所

図 þ 　৽たな੒௕ʮ΢ΣϧϏーΠンάʗ͍ߴ生׆の࣭ʯ΁のϝΧχζϜ（தԝ環境৹ٞձఏग़資ྉを一部मਖ਼）
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ಘ等を通じて間接的に国民にもฦってきま
す。そうした資本関係、特に自然にண目し
て、今まで手をつけなかったものにしっか
りと手を入れることで、新しい成長という
ֆฑを作れるのではないか、今までの所ಘ・
経済・G%Pだけではなく、その背景とな
る΢Σディングケーキの一൪下のとこΖ
が、経済活動にも寄与するし国民の޾せに
もなるのではないか、今まで環境対策もフ
ローの視点が多かったのですが、ストック
が世界的に注目され࢝めているなかで、そ
こをྑいものにすることが大切ではないか
ということで、今回、新たな成長のために
自然資本が位置付けられたものと考えま
す。

ただ、それだけではうまくいかないので、
ै来から指摘されていますが、経済活動で
の資本ストック、ྫえ͹、自然に対してྑ
いことをする投資をより多くするために
は、そうしたものはコストがかかり、その
コストがかかるものにきちんと価値を見い
だして、経済を回すような࢓組みを作らな

いといけません。そうした環境価値もしっ
かりとこのなかに組み替えていくことが、
環境価値と自然資本が両ྠとなって、΢Σ
ルビーイングと経済の発展を導いていく、
経済発展の成長の過程でいΖいΖな問題も
解決していくことができるのではないのか
というのが、この基本計画の背景にある考
え方であると受けࢭめています。

ୈج࣍ޒຊܭըからୈ࿡࣍جຊܭը΁
第ޒ次基本計画の中心的な考え方には環

境経済と社会の౷合的向上がありました。
その後の変化として、環境のة機や経済成
長の不確実性・不安があり、新しい計画で
は、まず計画の目的の最上位にྑい生活、
ナショナルϛニマムではない、より高い生
活を置きました。それをもたらせるビジョ
ンは循環共生型社会であり、それを達成す
る手段として「環境価値」と「自然資本」
や「新たな成長」などを位置付けたのが今
回の第࿡次計画です（ਤ ÿ）。

環境省のઆ明では、言っている単ޠは同

図 ÿ 　ୈ࿡࣍環境ج本ܭըのج本的考͑方ɾ構੒ʲୈ１部ʳ



20

NP4 特集_特別講ԋ�上田7_ࢯn　　ページ21NP4 特集_特別講ԋ�上田7_ࢯn　　ページ20

LJGF BnE EnWJSPnmFnU VPM.70, NP.1,  2025

じですが、「目的・ビジョン・方針・施策」
と書き、こうしたキーワードがࢄり͹めら
れています。第ޒ次はඇ常にシンプルでし
た。第࿡次は੝り込み過͗かもしれません
が、ຯわいਂいものとなっていますので、
関心があれ͹環境省のホームページで見て
いただけれ͹とࢥいます。

第࿡次環境基本計画と合わせて第ޒ次循
環基本計画も改定しました。これは、今ま
での廃棄物量を減らしてリサイクルを推進
するという量、つまり安全・安心の世界に
加えて、経済的な側面をかなり৭濃く出し
て、安全保障的なものや地方創生的なもの
を੝り込み、環境基本計画とيを一にして、
循環基本計画もՆに閣議決定されました。

ࡦࢪলのڥ؀
環境省の施策も঺հします（ਤ Ā）。重

点施策の２がै来からの課題である安全・
安心です。福島もこの文຺で対応していま
す。PFASの問題も環境省の信པをଛͶな
いように対応していく必要があります。国
民の信པあってこその環境省ですので、こ
ちらもしっかりと取り組みながら、今日お
࿩しした重点施策１、΢Σルビーイングを
トップとした新しい施策も実施していま
す。

そのྫとして、ࢲが
以前担当していた脱炭
素先行地域の施策を঺
հします。環境省がそ
の地域を選定していま
すが、ԣ඿市や઒࡚市
も選͹れています。環
境をやれ͹経済・社会
がྑくなることを実現
しながら、脱炭素ゼロ
を今ある技術で実現で
きるというとこΖを選
んで発表しています。
小ઘ環境大ਉの時にス

タートして、100事ྫの選定を目標に、今
は82まで選んできました。

つか事ྫを঺հします。ԣ඿は第１回ز
選定時に選͹れましたが、みなとみらいエ
リアの一部の地域で脱炭素を実現し、それ
が経済・社会とどうリンクするのかという
ものです。ԣ඿市のプレゼンテーションは
こうでした。みなとみらい21を国際的な金
融都市にするためには国際的な企業に入っ
てもらいたいが、そこの電気は再エネでな
いとବ目と言われたものの、みなとみらい
21には土地がなく、ଞ方、グリーン証書だ
けങってきてもなかなか企業は来てくれま
せん。そこで、外から再エネ電力をҾっ張っ
てきたり契約をしたりして、組合せでみな
とみらい21をグリーンの都市にする。グ
リーンでྑかっただけではなく、世界の企
業をどんどん呼び込もうというとこΖが
セットになっていることが選͹れた理༝で
す。最近では、脱炭素先行地域は電気༝来
のCO2も減らすのですが、実はCO2は熱も
あります。熱は難しいのでやっていません
が、ԣ඿市はみなとみらい21で熱にも取り
組んでいるというのが新しい動きです。

ྡの઒࡚市では、鉄道・物ྲྀとセットで
やっています。最近の動きでは、઒࡚市に
トラック運送業界のトップの企業があるの

図 Ā 　ྩ࿨̓೥౓ 環境ॏ఺ࢪ策 ֓ཁ（ঞ）　ྩ࿨̒೥݄̔
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ですが、ラストの配送をどうにか電気自動
ंでできないかというときに、઒࡚市がߔ
ノ口のपลを脱炭素先行地域にするという
ことで、バイオマス発電所を作って、その
電気を地域で使うという計画の一つに、そ
の物ྲྀ会社の配送を全部電気自動ंに替え
ることが入りました。屋上の太陽光と蓄電
池では足りませんので、それをバイオマス
で補う。バイオマスは઒࡚市の地域のօさ
んのゴϛを೩やして電気を作り出していま
す。これに力をಘて、この物ྲྀ会社は઒࡚
だけではなく、全国に展開しようとしてお
り、઒࡚市発の取組みが全国に広がるよう
な状態になっています。

ೋつのྫを取り上げましたが、農山ଜ地
域でも農山ଜの活性化と脱炭素をやっても
らえるとこΖがあります。ྫえ͹、Ԭ山の
ਅఉ市です。最近は山から໦を切り出すの
が難しいのですが、切り出した໦はࠜと頭
のほうは੡材には要らないので、平地に下
Ζすお金がなくなってくるとਅん中だけ下
Ζして࢒材をそのままにしてしまいます。
それがཷまると、Ӎのときに土࠭が่れた
り、次に২林しようとしてもअຐになりま
す。これをバイオマスのチップにして下Ζ
してお金を෷うことで、運ぶ人もペイはし
ないと言っていましたが、トン当たり１万
円෷ってくれるのなら下Ζそうかと言って
います。加えて、バイオマス発電から出た
利益を山の࣋ち主にฦして次の২林に使っ
てもらうという形で、地域の林業をकりな
がら脱炭素もすることにもܨがります。

いずれも、ϙイントは脱炭素をやって経
済社会がྑくなるという点で、再エネを地
域に࣋ってくることで、その結果、今まで
地域外に෷っていた電気代が地域にམち、
それを使って環境ではないԿかྑいことを
やるという࢓組みです。こうした視点の
様々なアイデアが、現在の82の脱炭素先行
地域の事ྫに੝り込まれています。詳しく
は環境省のホームページをごཡください。

最後に、今年の国会で成立した法཯をࡾ
つ঺հします。
「資源循環の促進のための再資源化事業

等の高度化に関する法཯」は、資源循環の
シナジーです。脱炭素と再生資源循環を
セットにして、今までの廃棄物処理法では
なかった目的が出てきた新しい法཯です。
「地域における生物の多様性の増進のた

めの活動の促進等に関する法཯」は、自然
の保ޢと経済として、TNF%の動きの࿩を
しましたが、民間企業が取り組む保全を、
国の保全・保ޢとイーブンの形で取り組ん
で、しっかりと応援していこうという法཯
です。
「地球温暖化対策法」も改正されました。

この改正法の内容として、ೋ国間クレジッ
ト制度（JCM）の国際展開もありますが、
時間の関係で省ུし、国内対策だけ঺հし
ます。

脱炭素をやるときに、ここになるべく集
中したほうがいいとか、ここは外したほう
がいいとか、太陽光や風力でいΖいΖな問
題が地域にあります。大きなものはアセス
制度で解決できますが、そうでないものも
あります。それを༠導する市ொଜ主導の制
度を地球温暖化対策法のなかに作りました
が、あまり利用されていないことから、都
道府県が積極的に関与して、市ொଜを支援
していく制度に変えたのが今回の改正法で
した。

加えてお࿩しすれ͹、先ほどの脱炭素先
行地域の事業主体はほとんど市ொଜで、環
境省はその൐走支援に౒めていましたが、
この൐走支援も都道府県の方と一ॹに行う
方がより効果的ではないかと考え、その方
向性を強く打ち出しています。

脱炭素対策・温暖化対策における都道府
県の໾割は、これから益々大きくなってい
くものと考えております。

આ明資ྉに加えた「デコ活」については、
本日時間の関係で割Ѫしますが、なかなか
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難しくて、環境省としては、
国民運動として「クールビζ」
はඇ常にうまくいきました
が、その次を目指して、Կか
できないかと悪ઓۤಆ中で
す。

੓のల։ߦڥの؀ޙࠓ
今日は、新しい環境基本計

画における΢Σルビーイング
や新たな成長といったお࿩を
しました。これまでの環境行
政をৼりฦってみると、これ
らはಥ然出てきたわけではな
くて、前からঃ々にトランジ
ションしているのです。

ྫえ͹、環境行政の第２期とも言える昭
和50年代には都市生活型公害がありました
が、総量規制という、フローだけではなく
ストック全体で見ていこうという࿩が出て
きています。また、地球環境を見ていこう
と環境政策のൣғを広げたのは平成に入っ
てからです。

今日言いたかったことに、環境行政の主
ྲྀ化があります。環境は環境のセクション
だけがやれ͹いいものではなく、あらゆる
主体がやらないといけません。むしΖ、今
は環境省よりもଞの໾所のほうがしっかり
と予算も取ってやっていて、どの໾所も当
たり前のように環境行政をやっていく世の
中になりました。

今までは公害行政として地方自治体にご
参画いただきご協力いただきましたが、環
境行政はこれからもҤんでいくことはな
く、末広がりに広がって、やるべきことが
たくさんありますので、ݩ気に、積極的に
様々な施策ともϛックスさせて取り組んで
いただけれ͹とࢥいます。

環境行政の原点は水ມといつも言ってい
ます。公害行政は環境庁からではなく地方
から࢝まり、地方での取組みを全国化した
のが環境庁でした。これからも新しい環境
問題に対して地方のօさんのアイデアとお
力をआりていきたいとࢥっております。

少し長くなりましたが、おർれのとこΖ
時間をいただきましてありがとうご͟いま
した。

ࢠԋձ৔の༷ߨ




